
　

回 月 日 曜日
講
義
数

テーマ 内　容 講師名 テーマ 内　容

1 8 月

2 10 水 1 クラスオリエンテーション 年間学習・行事予定等の説明
自己紹介、遠足決定、
写真撮影 グループ分け

3 17 水 2 日本経済論 日本経済の現状と課題
近畿大学　短期大学部
准教授　入江　彰浩

4 24 水 3 関西経済論 関西経済の乗り超えるべき課題
近畿大学　短期大学部
准教授　入江　彰浩 クラスミーティング

5 8 水 4 現代日本の政治状況（1/3） 議院内閣制と首相のリーダーシップ
大阪大学　大学院
准教授　上川　龍之進 ”

6 15 水 5 現代日本の政治状況（2/3） 選挙制度改革とその効果
大阪大学　大学院
准教授　上川　龍之進 ”

7 22 水 6 現代日本の政治状況（3/3） 課題設定過程とマスメディアの役割
大阪大学　大学院
准教授　上川　龍之進 ”

8 29 水

9 5 水 社会への参加活動（準備活動） 共に生きる現代社会
NPO法人　日常生活ネッ
トワーク　椎名　保友

10 12 水 7 日本の教育を考える
大阪府立大学
教授　堀江　珠喜 クラスミーティング 避難訓練

11 19 水 8 エネルギー問題（1/3）
エネルギーの現状世課題を俯瞰す
る

大阪大学　大学院
教授　北田　孝典 ”

12 26 水 9 エネルギー問題（2/3）
エネルギー問題の今後を考えるため
に

大阪大学　大学院
教授　北田　孝典 ”

13 3 水 10 エネルギー問題（3/3）
エネルギー問題の今後を考えるため
に

大阪大学　大学院
教授　北田　孝典 ”

14 10 水 11 生活の中の法律（1/2）
個人情報保護法を巡るトラブルにつ
いて

大阪弁護士会
弁護士　岡本　大典 ”

15 17 水 12 生活の中の法律（2/2）
高齢者として知っておきたい法律の
基礎知識

大阪弁護士会
弁護士　岡本　大典 ”

16 24 水 13 高大白熱教室 高齢者にかかわる法令を題材にして
大阪弁護士会
弁護士　岡本　大典 ”

8

17 4 水 14 日本の財政（1/2） 日本の財政を考える
近畿大学　短期大学部
准教授　鈴木　善充 クラスミーティング

18 11 水 15 日本の財政（2/2）
財政健全化に向けた今後の取り組
みについて

近畿大学　短期大学部
准教授　鈴木　善充

”

19 18 水 16 学校・園と周辺住民とのトラブルについてどう考えるか
大阪大学大学院　人間科学
研究科　教授　小野田正利 ”

20 25 水

21 2 水 17 農業政策 農業競争力強化について 未定 クラスミーティング

22 8 火

23 16 水 18 公的セクターの役割と日本の社会・経済・財政と世界経済のマクロ的姿（1/2）
大阪府立大学大学院
教授　吉田　素教 クラスミーティング

（修了後の活動の場①
前半）

24 23 水 19 公的セクターの役割と日本の社会・経済・財政と世界経済のマクロ的姿（2/2）
大阪府立大学大学院
教授　吉田　素教

”

25 30 水 20 日本の防衛 日本の防衛について 防衛省　近畿中部防衛局 ”

26 6 水

27 13 水 21 国の財政政策について 財務省　近畿財務局 クラスミーティング

28 28 木

29 4 水 22 少子高齢化を生きる（1/2） 介護問題解決に向けて
大阪経済大学経済学部
教授　森　詩恵 クラスミーティング

30 11 水 23 少子高齢化を生きる（2/2） 介護問題解決に向けて
大阪経済大学経済学部
教授　森　詩恵 ”

31 18 水 24 高大白熱教室 シニア・介護などの問題に関連して
大阪経済大学経済学部
教授　森　詩恵 ”

32 8 水 25 現代社会とサイバーセキュリティ
サイバーセキュリティの課題・防衛
策・有り方について

大阪大学　大学院
助教　矢内　直人 ”

（修了後の活動の場①
後半）

33 15 水 26 世界の中の日本（1/2） ”日本らしさ”の歴史
関西学院大学　国際学部
教授　丸楠　恭一 ”

34 22 水 27 世界の中の日本（2/2）
グローバリゼーションの折り合いと使
い分け

関西学院大学　国際学部
教授　丸楠　恭一 ” 11/27振替分

35 29 水

36 12 水 28 近くて遠い国（1/2）
韓国人はどうして大統領を罷免でき
たのか

総合研究大学院大学
准教授　太田　心平 クラスミーティング

37 19 水 29 近くて遠い国（2/2） 韓国の反日と親日は矛盾しない
総合研究大学院大学
准教授　太田　心平

”

38 26 水 30 近畿における防災対策 南海トラフ巨大地震への備え他
国土交通省　近畿地方整
備局

”

39 11 水

40 12 木

41 18 水 31 学　　習　　成　　果　　発　　表　　会
大阪大学　大学院
教授　北田　孝典

クラスミーティング 28

作成：2018/10/18

注１）日程、カリキュラム内容等は、都合により変更になる場合があります。

注２）修了後の活動の場は1回のみです。 ●印は校外(教室不要）

１９． 現代社会を考える科

【水曜日 授業予定表 】　講師： 大阪大学、大阪府立大学、近畿大学等講師陣、ほか

午　　前 午　　後

1

　
学
　
期

4

　　　　　　　　　　　　　　　　　●入　学　式 & オリエンテーション (合同、大阪国際会議場)

合同オリエンテーション・特別教材勉強会
(午前・午後グループ別)

5

6

7

　　　　　　　　　　　　　　　　　夏　　休　　み

2

　
学
　
期

9

　　　　　　　　　　　　　　　　　●社会への参加活動（日程変更可)

10

　　　　　　　　　　　　　　　　　●スポーツ交流大会（名称要検討）　10/８（火）～10/11（金）調整中

11

合　計 41

　　　　　　　　　　　　　　　　　●遠　　足　（２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　●高大祭（名称要検討）　11/26（火）～11/29（金）調整中

12

3

　
学
　
期

1

2

3
　　　　　　　　　　　　　　　　　●修　学　旅　行（1泊2日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　●遠　　足　（１）

　修了式

　　　　　　　　　　　　　　　　　●社会への参加活動(日程変更可）

授業（白熱教室、成果発表会含む） 31

学　習　事　業 10

社会への参加活動過去の事例
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